
も
船
守
捕
三
郎
夫
婦
の
厚
い
情
り
を
受
付
て
は
父
母
の
伊

東
仁
生
れ
替
b
℃
日
蓮
を
感
れ
み
給
ふ
か
ご
思
召
3
れ
、

龍
の
口
の
土
鑓
場
民
て
も
‘
今
度
額
を
法
華
経
に
奉
り
共

功
徳
を
以
て
父
母
に
回
向
せ
ん
ど
、
則
宗
祖
は
諸
の
善
根

功
徳
は
先
づ
父
母
に
奉
っ
た
の
で
あ
る
。
身
延
御
隠
棲
の

稜
も
倫
父
母
を
慕
ひ
、
験
阻
極
ま
る
五
十
町
の
急
坂
を
風

雨
を
厭
は
す
奥
之
院
に
墨
ら
れ
、
東
の
方
議
か
に
故
郷
を

眺
め
て
は
暗
涙
に
咽
び
た
ま
ひ
で
追
善
の
御
議
経
遊
ば
3

れ
し
如
き
は
、
稗
曾
は
い
ぎ
知
ら
今
、
他
民
於
て
如
是
孝

養
を
見
る
事
が
出
来
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
我
ιザ
法
華
経
の

行
者
は
事
・
訓
に
随
ひ
思
を
如
h
リ
而
し
て
報
思
の
修
行
が
何

よ
り
肝
要
で
あ
る
。

宗
教
家
の
受
醒
踊t

月

生

今
や
文
連
日
さ
共
仁
進
み
、
明
治
維
新
己
来
、
五
十
年

の
進
歩
は
賓
じ
偉
大
争
も
の
で
あ
る
の
然
し
此
れ
を
以
て

完
杢
争
る
準
歩
ご
は
言
ひ
得
ら
れ
亭
ぃ
、
何
故
な
れ
ば
、

そ
は
物
質
的
文
明
に
の
み
走
り
て
、
某
蕗
仁
何
等
内
面
的

精
神
文
明
が
伴
は
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
科
血
中
文
明
は
可
成
進

歩
し
た
様
で
あ
る
が
、
精
神
的
文
明
も
是
仁
伴
つ
℃
進
歩

し
た
で
あ
ら
う
か
、
甚
だ
疑
は
し
い
も
の
で
あ
る
。

諸
君
試
み
じ
眼
を
現
時
の
思
想
界
仁
放
て
見
よ
、
共
感

に
何
れ

rり
、
五
回
人
じ
満
足
を
能
へ
る
者
が
あ
る
か
。
な

い
で
は
な
い
か
。
殊
に
思
想
界
じ
於
て
も
、
宗
教
界
仁
於

て
も
然
，
『
ノ
ゼ
争
る
。
現
時
の
宗
教
界
は
如
何

r。
其
の
信

仰
は
太
〈
衰
へ
徒
ら
仁
儀
撞
の
、
末
節
じ
華
美
を
競
ひ
、

借
侶
は
救
済
の
道
ぞ
忘
れ
て
、
衆
俗
ご
共
に
、
現
世
の
欲

求
に
の
み
扱
々
ご
し
て
、
日
も
足
ら
ざ
る
有
様
、
て
は
な
い

か
、
往
古
淳
朴
の
風
、
敬
度
の
俗
、
蕩
然
ご
し
て
、
購
じ

地
を
掃
は
ん
を
し
℃
居
る
。
賞
じ
宗
敢
界
の
危
機
で
あ
る
。

宗
教
家
は
、
大
い
に
費
醒
せ
ね
ば
杏
ら
向
。
殊
に
吾
宗
の

如

S
、
一
生
活
動
を
以
て
せ
ら
れ
し
、
組
師
日
蓮
の
門
下

ご
し
て
、
其
の
主
義
を
織
承
す
る
吾
入
、
斯
の
如
〈
仁

ι

て
、
備
本
化
門
下
ご
帯
す
る
資
格
が
あ
る
か
。
吾
宗
は
賓

じ
六
百
年
の
昔
、
宗
組
が
、
鎌
倉
の
街
頭
仁
v
四
筒
の
格

言
を
絶
叫
せ
ら
れ
て
よ

b
、
己
来
多
〈
の
、
先
師
の
、
血
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吉
、
涙
を
以
て
、
織
り
出
店
れ
た
宗
旨
で
あ
る
o
吾
へ
今

に
し
て
、
大
い
に
畳
醒
す
る
争
〈
ん
ば
、
如
何
に
、
口
に
、

皆
蹄
妙
法
を
、
唱
ふ
る
も
、
詮
争
き
事
で
あ
る
。
戦
っ
て

こ
そ
始
め
て
、
向
上
も
し
、
殺
展
も
、
錯
し
得
ら
る
、
の

で
あ
る
、
雫
闘
が
争
く
し
て
、
向
上
は
奇
い
、
闘
争
が
あ

っ
て
、
始
め
て
、
向
上
が
あ
る
の
で
あ
る
。
吾
人
が
、
五
口

が
日
蓮
主
義
を
、
宣
博
す
る
に
嘗
っ
て
必
す
や
幾
多
の
闘

争
が
、
演
じ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
o

何
故
な
れ
ば
、
そ
れ
は

我
が
弘
艇
法
が
、
折
伏
主
義
で
あ
る
か
ら

r、
賓
仁
本
化

の
弘
艇
は
、
研
伏
で
な
（
℃
は
な
ら
ぬ
。
然
し
時
機
仁
よ

り
で
は
、
揖
d

質
的
順
化
も
併
せ
用
ひ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

山
市
組
嘗
時
ご
今
ど
は
、
時
に
於
て
、
人
情
に
於
て
、
所
化

の
相
官
識
に
於
て
、
大
い
じ
異
っ
て
居
る
、
故
に
宗
組
の
折

伏
を
以
て
、
一
概
に
現
今
を
律
す
る
誇
仁
村
か
な
い
。
現

代
は
、
凡
で
を
、
科
準
的
仁
、
組
識
し
様
ご
、
企
℃
て
居

る
時
で
あ
る
、
斯
か
る
時
に
属
す
に
、
我
々
布
教
家
は
‘

奈
何
し
で
も
、
布
教
上
の
金
部
面
を
、
串
科
的
民
、
調
整

し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
現
代
は
、
凡
仁
智
的
で
あ
る
、
故

に
我
等
布
教
家
は
、
勢
ひ
、
豊
富
な
、
而
も
確
賓
な
、
思

想
が
な
く
て
は
、
衆
人
を
う
争
づ
か
せ
、
誘
引
す
る
事
は

困
難
で
あ
る
。
唯
説
教
の
様
式
や
‘
詑
材
の
配
列
、
を
知

る
の
み
が
、
布
教
者
で
は
な
い
、
高
座
の
上
ゼ
の
、
手
付

き
や
、
鰭
の
廻
し
方
が
、
巧
い
の
が
、
必
ず
し
も
布
教
家

の
誇
り
で
は
奇
い
。
今
の
布
教
は
、
談
し
て
居
る
時
、
一

時
戚
勤
を
興
へ
る

rけ
、
て
は
駄
目

r、
其
の
土
地
の
人
情

集
風
、
侍
語
、
叉
信
仰
賦
態
等
を
、
調
査
し
た
上
で
、
臨

機
の
布
教
を
鴻
し
、
聴
者
を
し
て
、
永
久
に
、
忘
れ
ら
れ

ん
何
者
か
を
、
輿
へ
奇
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
新
〈
布
教
す
る

じ
は
、
布
教
に
劃
し
て
、
今
少
し
熱
誠
な
ら
で
は
駄
目

ro

要
す
る
仁
、
今
の
宗
教
家
に
は
、
布
教
じ
針
す
る
、
熱

誠
が
足
h
奇
い
、
ぜ
勢
ひ
死
気
力
に
争
る
、
賞
際
今
の
宗

教
家
に
は
気
力
が
な
い
。
吾
が
徒
は
、
最
少
し
布
教
仁
熱

誠
を
以
て
劃
機
に
掛
し

τ万
刷
所
の
同
情
、
満
膝
の
慈
悲
を

以
て
、
而
も
、
如
設
修
行
抄
の
‘
不
惜
身
命
の
、
連
旨
を

奉
じ
、
宗
家
第
二
の
離
承
者
と
し
て
、
充
分
仁
其
の
責
任

を
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
諸
君
大
い
に
、
醒
め
よ
、
而
う
乙

て
奮
闘
し
以
て
本
化
問
F
た
る
の
責
任
を
果
乙
后
霊
山
仁

於
て
宗
姐
の
慈
顔
に
見
ゆ
可
き
で
あ
る
。
大
二
ぺ
一
一
一
一
、
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